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第三期における各年度業務実績報告書について（案） 

１ 第二期各年度業務実績報告書の現状・課題 

 ・大学法人による自己評価結果の全体像やポイントを簡潔にまとめた概

要版がない。

 ・附属資料の「中期計画進捗状況一覧」には中期目標・中期計画の内容

と関連する年度計画番号が表記され、計画の位置づけを表しているが、

進捗状況評価結果（◎～△）は年度評価に必ずしも活用されていない。

 ＜第二期各年度業務実績報告書の構成＞

 ○業務実績報告書（本冊子）

 区  分      内    容

大学の概要 所在地、学部構成、学生数、基本目標

項目別の状況 年度計画実施状況、特記事項、財務関係

別表（学部、研究科の状況） 収容定員、収容数、定員

   ○参考資料集

   ○中期計画進捗状況一覧表（附属資料）

   区  分      内    容

第二期中期目標 前文、期間、基本組織

全体的な状況 中期計画の全体的な進捗状況

重点項目に対する主な取り組み

項目別の状況 中期目標・中期計画の内容、

中期計画進捗状況（◎～△）

年度計画番号

数値目標の状況 各数値目標の実績値

２ 第三期各年度報告書の方向性（案） 

・評価作業を効率的に進められるよう、中期計画進捗状況一覧表に代え

て、業務実績報告書の概要版を作成する。概要版のイメージは別添のと

おり。

・本冊子は基本的に現行通りとし、中期計画欄を追加し計画内容を記載す

るなど詳細を確認できるようにする。なお、特記事項の「特色ある取り

組み」のうち年度計画にない事項については、「計画の実施状況等」欄

と同様に取組実績・成果等の詳細を記載することとする。
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３ 今後の予定 

 ・１０月   本日の委員会の意見を踏まえ、具体的な構成・様式（案）

を各委員に個別に送付

（１０月中に意見集約）

 ・１１月   委員長に最終確認し、各委員及び大学法人へ通知


